






1987～1993 年に 77 例の腹部疾患(泌尿生殖器疾患,横隔膜ヘルニアは除く)を経験したの

でその胎児管理に関して検討を加えた。

46 例が院内出生(31 例,67%が母体搬送)で 31 例が新生児搬送であった。院内出生のうち,

腹壁疾患は腹壁破裂5例,臍帯ヘルニア19例で,消化管疾患は消化管閉鎖24例,鎖肛32例,

胎便性腹膜炎 8 例の 58 例であった(重複あり)(表 1)。初産 35 例,経産 42 例で平均年齢は

29 歳で,消化管疾患での主な合併症は羊水過多に伴う切迫早産であった。


